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京
都
の
公
家
た
ち
が
政
治
を
仕

切
る
摂
関
時
代
か
ら
、
地
方
に
武

士
た
ち
が
興
隆
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
を
治
め
る
分
権
型
の
武
家
時
代

が
始
ま
る
頃
、
関
東
で
は
「
平
将

門
の
乱
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
将
門
は
新
帝
を
称
し
た
た
め
朝

敵
と
さ
れ
た
り
す
る

な
ど
、
時
代
に
よ
っ

て
評
価
は
ま
ち
ま
ち

で
す
が
、
関
東
各
地

に
は
多
く
の
将
門
伝
説
が
存
在
し

て
い
る
し
、
江
戸
・
東
京
に
も
神

田
明
神
や
首
塚
な
ど
将
門
ゆ
か
り

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
将
門

が
い
か
に
短
期
間
に
関
東
を
駆
け

回
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
将

門
の
活
動
は
反
乱
以
前
か
ら
あ
る

も
の
の
、
反
乱
そ
の
も
の
は
９
３

９
年
（
天
慶
２
）
11
月
に
始
ま
り
、

翌
年
の
２
月
に
は
終
了
し
た
、
き

わ
め
て
短
時
間
の
事
件
で
し
た
。

　
こ
の
短
い
期
間
に
、
将
門
は
常

陸
国
府
、
下
野
国
府
、
上
野
国
府
、

武
蔵
国
府
、
相
模
国
府
、
下
総
国

府
と
転
戦
し
た
の
で
す
。
現
在
の

よ
う
な
高
速
道
路
も
な
く
、
舗
装

さ
れ
た
国
道
も
な
い
時
代
に
、
大

勢
の
武
装
し
た
武
士
た
ち
が
、
こ

れ
だ
け
の
距
離
を
短
時
間
に
移
動

で
き
た
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　
古
代
官
道
は
幅
員
が
広
い
（
９

～
12
㍍
）
こ
と
や
直
線
性
に
優
れ

て
い
る
（
14
㌔
㍍
も
の
直
線
区
間

の
例
が
あ
る
）
こ
と
が
、
最
近
の

発
掘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
こ
と
は
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
近
江
俊
秀
氏
は
官
道
の

利
用
が
当
時
の
社
会
を
変
え
て
き

た
こ
と
に
着
目
し
、「
道
路
は
社

会
を
ど
う
変
え
た
の
か
」
と
い
う

観
点
か
ら
、｢

日
本
の
古
代
道
路

（
角
川
選
書
）」を
著
わ
し
ま
し
た
。

　
近
江
氏
は
、
こ
れ
だ
け
の
長
距

離
の
短
時
間
移
動
が
可
能
だ
っ
た

の
は
、
古
代
官
道
が
整
備
さ
れ
て

い
た
ゆ
え
と
い
う
の
で
す
。
こ
の

反
乱
以
降
、
班
田
・
口
分
田
は
消

え
て
公
家
の
時
代
が
終
わ
り
始

め
、
武
士
の
存
在
が
公
認
さ
れ
る

な
ど
、
武
家
中
心
の
時
代
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
移
動
の
容
易
性
を
も
た
ら
し
た

道
路
が
、
将
門
の
乱
を
通
じ
て
新

た
な
時
代
を
切
り
開
い
た
の
で

す
。

　
　平
将
門
の
乱
と
道
路

次
世
代
自
動
車
の

普
及
め
ざ
し
経
産
省

３
月
か
ら
補
助
金
（
申
請
）
受
付
開
始

　
国
土
の
す
が
た
は
人
と
自
然
と

の
関
わ
り
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ

て
き
た
。
日
本
は
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
る
半
面
、
風
水
害
や
地
震

な
ど
自
然
災
害
が
多
発
す
る
地
理

的
条
件
の
も
と
に
あ
る
。
自
然
の

前
で
人
間
は
無
力
で
あ
り
、
自
然

の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
自

然
の
猛
威
を
畏
れ
敬
う
心
か
ら
古

来
、
風
、
雨
、
雷
、
地
震
な
ど
の

自
然
現
象
や
、
山
や
森
林
、
巨
木
、

川
、
太
陽
や
月
、
星
な
ど
、
森
羅

万
象
に
神
を
祭
っ
て
き
た
。

　「
日
本
の
よ
う
な
多
彩
に
し
て

変
幻
き
わ
ま
り
な
き
自
然
を
も
つ

国
で
八
百
万
の
神
々
が
崇
拝
さ
れ

続
け
て
き
た
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
山
も
川
も
木
も
一
つ
一

つ
が
神
で
あ
り
人
で
も
あ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
あ
が
め
そ
れ
に
従

う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
生
活
生
命

が
保
証
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」（
寺

者
が
３
０
０
０
人
を
超
え
る
被
害

を
も
た
ら
し
た
ほ
ど
、
毎
年
の
よ

う
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
30
年

代
も
１
０
０
０
人
以
上
の
人
命
が

失
わ
れ
る
大
災
害
が
頻
発
、
34
年

の
伊
勢
湾
台
風
は
死
者
・
行
方
不

明
者
５
０
０
０
人
を
超
す
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

国
土
緑
化
を
国
会
で
決
議

　
こ
の
た
め
緑
の
国
土
を
回
復
す

る
懸
命
の
努
力
が
行
わ
れ
、
23
年

に
は
参
議
院
で
「
国
土
保
全
に
関

す
る
決
議
」を
満
場
一
致
で
採
択
。

24
年
に
は
衆
議
院
で
「
挙
国
造
林

に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

26
年
に
は
衆
参
両
院
の
本
会
議
で

「
国
土
緑
化
推
進
に
関
す
る
決
議
」

が
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
て
い
る
。

　
24
年
の
衆
院
決
議
の
提
案
理
由

説
明
要
旨
の
一
部
を
掲
げ
る
。

　「
今
や
わ
が
国
は
山
林
の
一
角

よ
り
恐
る
べ
き
速
度
を
も
っ
て
国

土
崩
壊
を
起
こ
し
つ
つ
あ
り
、
今

に
し
て
山
林
の
荒
廃
を
防
止
し
森

林
の
復
興
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
、

産
業
も
経
済
も
文
化
も
す
べ
て
は

根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ

る
。
政
治
が
目
前
の
こ
と
に
ば
か

り
忙
殺
さ
れ
て
国
家
百
年
の
大
計

を
忘
れ
る
こ
と
あ
り
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
す
で
に
国
家
の
政
治
と
は

い
え
な
い
。（
中
略
）
…
今
こ
そ

敗
戦
の
重
圧
の
中
か
ら
国
家
再
建

の
民
族
的
使
命
を
自
覚
し
、
国
を

挙
げ
て
造
林
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
北
欧
の
小
国
デ
ン
マ
ー
ク
は

北
海
道
の
３
分
の
２
に
す
ぎ
ぬ
国

で
あ
り
、
約
80
年
前
ド
イ
ツ
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
等
と
戦
い
敗
戦
の
身
と

な
り
、
わ
が
国
同
様
国
土
半
滅
不

毛
の
地
と
い
わ
れ
た
国
だ
が
、
指

導
者
ダ
ル
カ
ス
を
中
心
と
す
る
一

大
国
民
運
動
と
し
て
挙
国
造
林
を

実
施
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
の

永
い
永
い
血
と
汗
と
涙
の
努
力
は

見
事
に
成
功
し
、
現
在
世
界
に
お

け
る
も
っ
と
も
豊
か
な
農
業
国

家
、
文
化
国
家
を
築
き
上
げ
て
い

る
事
実
を
思
う
と
き
、
日
本
国
民

が
祖
国
を
愛
す
る
情
に
お
い
て
断

じ
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
々
に
劣
る

も
の
で
な
い
と
信
じ
、
挙
国
造
林

に
対
す
る
政
府
の
善
処
と
国
民
の

奮
起
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
」

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構
　
　
常
務
理
事

青
木
正
篤

　
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
な
ど
環
境
に
や
さ
し

い
次
世
代
自
動
車
普
及
に
不
可
欠
な
充
電
イ
ン
フ

ラ
整
備
・
拡
充
を
進
め
て
い
た
経
済
産
業
省
は
、

先
の
平
成
26
年
度
補
正
予
算
で
切
れ
目
無
く
、
３

月
か
ら
「
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
促

進
事
業
」
の
補
助
金
申
請
受
付
け
を
開
始
す
る
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
を
国
際
的

に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
わ
が
国
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
新
車
販
売
の
５
～
７
割
を
次
世
代
自
動

車
に
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
同
省
で
は
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
両
本

体
の
購
入
補
助
の
他
に
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
の
充

電
設
備
の
整
備
に
補
助
金
を
用
意
し
、
道
の
駅
、

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
会
社
の
従
業

員
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
順
次
普
及
さ

せ
、「
電
欠
な
き
日
本
」の
実
現
を
目
指
し
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
平
成
27
年
２
月
末
申
請
締
切
の
平

成
24
年
度
補
正
予
算
で
は
、
公
共
性
の
あ
る
設
置

の
場
合
は
充
電
器
購
入
費
と
工
事
費
と
も
に
３
分

の
２
が
補
助
さ
れ
て
き
た
。

　
今
回
の
事
業
は
総
額
３
０
０
億
円
。
補
助
内
容

は
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
道
の
駅
等
は
充
電
器
購

入
費
や
工
事
費
も
定
額
と
す
る
な
ど
拡
充
し
て
い

道の駅にも充電インフラ整備

田
寅
彦
「
日
本
人
の
自
然
観
」）

　
日
本
人
は
自
然
の
摂
理
に
適
合

し
な
が
ら
自
然
の
恵
み
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
森
林
を
荒
ら
さ
ず
大

切
に
し
な
が
ら
建
築
用
材
、
薪
な

ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
資
材
の
生

産
を
続
け
る
た
め
、
資
源
が
枯
渇

し
な
い
よ
う
心
が
け
て
き
た
。

昔
も
同
じ
森
へ
の
心

い
に
し
へ
の
人
が
植
ゑ
け
む
杉
が

枝
に
霞
み
た
な
び
く
春
は
来
ぬ
ら

し
（
万
葉
集
・
柿
本
人
麻
呂
）

い
に
し
へ
の
人
も
守
り
来
し
日
の

本
の
森
の
栄
え
を
共
に
願
は
む

（
平
成
３
年
歌
会
始
・
御
製
）

　
２
首
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
は

１
３
０
０
年
以
上
隔
た
る
が
、
森

に
対
す
る
気
持
ち
は
共
通
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
日
本
は
国
土
の
３
分
の
２
を
森

林
が
占
め
、
先
進
国
で
こ
れ
ほ
ど

緑
化
の
原
点
か
ら
考
え
る

全
国
植
樹
行
事
が
始
ま
っ
て
80
年

10

森
林
が
残
る
国
は
希
だ
が
、
少
し

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
全
国
に

は
げ
山
が
広
が
る
極
度
に
荒
廃
し

た
時
代
も
あ
っ
た
。
戦
後
の
昭
和

25
年
頃
は
、
千
葉
県
面
積
の
約
３

倍
１
５
０
万
㌶
の
荒
廃
地
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
た
。

　
唐
の
詩
人
杜
甫
は
「
国
破
れ
て

山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
木
深

し
」
と
詠
っ
た
が
、
終
戦
後
の
日

本
は
山
河
も
荒
れ
「
草
は
深
く
と

も
木
は
少
な
か
っ
た
」。
昭
和
20

年
代
は
20
年
の
枕
崎
台
風
や
23
年

の
福
井
地
震
で
死
者
・
行
方
不
明

茨
城
県
桜
川
市
に
あ
る
全
国
緑
化

事
業
発
祥
の
地
の
石
碑
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道
の
駅｢

な
る
さ
わ｣

に
設
置
さ
れ
た
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
充
電
器

る
。
一
般
社
団
法

人
次
世
代
自
動
車

振
興
セ
ン
タ
ー
で

申
し
込
み
を
受
け

付
け
る
予
定
。

■
受
付
窓
口
は

同
セ
ン
タ
ー

（h
ttp
://cev

-
pc.or.jp

）。

補

助
制
度
の
問
合
わ

せ
は
「
充
電
イ
ン

フ
ラ
補
助
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」（
03

―
５
５
０
１
―
４

４
１
５
）


